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従来のコンピューターはキーボードとマウスによる操作が中心でした
が、近年ではそこにタッチ操作が加わり、より直感的な操作ができる
ようになりました。そしてまた、身振り・手振りによるジェスチャー
認識、人の声による音声認識、カメラで捉えた顔の表情分析など、
さまざまなナチュラル・ユーザー・インターフェイスが次 と々取り込ま
れてきています。インテルは、これらのナチュラル・ユーザー・インター
フェイスを組み合わせた感覚・知覚的なコンピューティング技術とし
てパーセプチャル・コンピューティング（ perceptual computing ）の
研究に取り組んでいます。

パーセプチャル・コンピューティングは、コンピューターに対して指を
触れる、話しかける、身振り・手振りで意志を伝えるなど、人間にとっ
て自然な振る舞いを通じてコンピューターと対話し、あたかもその場
で実体験をしているかのような感覚を作り出すものです。このような
新しいコンピューティング技術の潮流は、個人が所有する PCやスマー
トデバイスの世界にとどまらず、組込み機器の世界にも広がりを見せ
ています。その代表例がデジタルサイネージです。デジタルサイネー
ジ・システムに、ジェスチャー認識や音声認識などのナチュラル・ユー
ザー・インターフェイスを取り入れることで、視聴者がこれまでに味
わったことがないようなユーザー体験を提供できるようになります。

感覚・知覚的なコンピューティング技術の活用によって新しいユーザー体験を提供

来店客の多くは、これまで商品を購入・使用することに価値を感じて
いました。しかし、商品自体の品質や機能性では差別化が難しくなっ
た現在、商品を購入するまでの過程や実体験よって得られる満足感
を大事にする人が増えています。リテール企業には、こうした市場の
変化に対応するため、来店客の顧客経験価値（カスタマー・エクス
ペリエンス）を高める取り組みが求められています。そして、そのよ
うな取り組みの一環として開発されたのが、感覚・知覚的なコン
ピューティング技術をいち早く取り入れたデジタルサイネージ
「 CeVIO Vision（チェビオ・ビジョン）」です。CeVIO Vision は、魅
力的なキャラクターを生み出す映像・音楽のクリエイター集団と、豊
かな感情表現が可能な音声合成技術・歌声合成技術を操る技術者
集団のコラボレーションによって誕生しました。

現在、CeVIO Vision は、日本最大級のトータルアニメ専門店「アニメ
イト秋葉原」で実際に運用されています。CeVIO Vision の画面では、
この CeVIO プロジェクトから生まれた等身大のキャラクター「さとう
ささら」が、アニメイト店内や商品に関する情報をキャラクター自身
の声で発信します。また、来店客とのインタラクティブな対話を通じ
て、リアルとアニメの境界に位置するキャラクターと触れ合うという
先進的なエンターテインメント体験を提供します。現地でのモニター
結果によれば、CeVIO Vision の前を通過する通行人のうち半数以上
が  CeVIO Vision に興味を持ち、その場で立ち止まっています。近年
では、店舗や公共施設など、さまざまな場所にデジタルサイネージ
が設置されるようになりましたが、このようなありふれたサイネージ

端末の中でこれほどの高い注目度が得られたという事実は、感覚・
知覚的なコンピューティング体験を実現したデジタルサイネージの有
効性を示すものでもあります。

キャラクターとの会話を楽しめるデジタルサイネージ「CeVIO Vision」

キャラクターとの音声対話で先進的な
ユーザー体験を提供する
次世代型デジタルサイネージ「CeVIO Vision」



CeVIO Vision のコントロール部は、キャラクターのリアルな動きを表
現する 3D アニメーション、感情豊かなキャラクターの音声合成、来
店客が発した声（自然言語）の高精度な音声認識、動画をはじめと
するマルチメディア・データの再生など、さまざまな処理を担ってい
ます。CeVIO Vision は、このような複雑な処理をスムーズに行えるよ
うに、インテル® アーキテクチャーに基づく高性能プラットフォームを
採用しています。これにより、来店客が声を発してからキャラクター

が返答するまでの時間を 0.5 秒以下にまで抑え、あたかも人間同士
で話しているかのような自然な会話を実現しています。また、オペレー
ティング・システムには、組込み機器向けに最適化された Microsoft* 
Windows* Embedded を採用しています。インテル® アーキテクチャー
との相乗効果によって高品質の 3D レンダリングを実行し、画面いっぱ
いに映し出される等身大のキャラクターを表情豊かに表現しています。

情報処理量の多い次世代型デジタルサイネージを支えるインテル® アーキテクチャー

CeVIO Vision は、現時点においてサイネージ端末のみで完結している
ソリューションですが、ネットワークへの接続機能を活用することで、
バックエンド・システムと連携させた、より高度なデジタルサイネージ・
システムへと発展させられる可能性があります。複数の店舗にサイネー
ジシステムが置かれている環境では、来店客が話しかけた内容を各
店舗からセンター側のバックエンド・システムに集約することで、こ
れらの情報を分析・活用できるようになります。最近では、大容量
の非構造データを分析できるビッグデータ・ソリューションが続々と
登場しているため、バックエンド・システム側でこのようなビッグデー
タ解析の機能を持たせることにより、音声認識辞書の学習効果を高
めて会話の品質向上へとつなげることができます。

そして、サイネージ端末が、機器本体や外部に搭載されたさまざまな
センサーと連携を行い、気温、気圧、湿度なども把握できるようにし
たり、年齢や性別といった属性情報、さらに個人の購買履歴や行動
パターンなどと組み合わせることで、デジタルサイネージがその場の
空気を読むような高度なコミュニケーションを身に付けられるでしょ
う。このように、多種多様な情報を複合的に処理する必要がある次
世代型のデジタルサイネージ・システムには、インテル® アーキテク
チャーに基づく高性能なハードウェア・アーキテクチャーが適してい
ます。

バックエンド・システムやセンサー情報、
行動履歴との連動によってユーザー体験がさらに充実

CeVIO Vision は、現時点においてデジタルサイネージとして商品紹介
や情報提供を主に行っていますが、今後はキャラクターと直接対話で
きる機能を活かし、エンターテインメント性の高いコンテンツを追加
する予定です。現在、 CeVIO プロジェクトでは歌声を合成するソフトウェ
アも開発しており、今後はオリジナル・キャラクター自身が歌う音楽
CD を発売したり、アニメイト秋葉原の店頭で CeVIO Vision による音
楽ライブを実施するなど、発展性のあるマーケティング施策を打ち出
せます。また、新しいキャラクターの投入も計画しています。将来的
には、2 人以上のキャラクターが同時に登場する演出を行うなど、リ
ピーターとなる顧客さえも飽きさせない多様なコンテンツを提供してい
く予定です。 CeVIO Vision に搭載されているインテルの高性能プロ
セッサーなら、次世代の組込みアプリケーションにも余裕をもって対
応できる優れた処理能力を備えているため、 CeVIO Vision の進化を
継続的に支えていけます。

画面の中のキャラクターとリアルな会話を楽しめる CeVIO Vision は、
店舗に訪れた人しか味わうことができない特別な体験を提供します。
このように、その空間でしか得られない楽しさや心地よさを通して、
来店者に対する顧客経験価値が大きく高まります。この結果、顧客
ロイヤリティーがさらに向上し、収益の拡大も見込めるようになりま
す。 さらに、 この  CeVIO Vision  のアイデアは、 アニメ専門店だけでなく、
さまざまな小売業や公共施設での新しい取り組みにも応用可能です。
例えば、福祉や医療分野において患者のリハビリテーションに活用し
たり、地方の商店街にデジタルサイネージ端末を設置し、オリジナル・
キャラクターを起用して町おこしにつなげるといった使い方が考えられ
ます。

体験型の新しいデジタルサイネージが顧客経験価値をさらに向上させる
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